
●受講料●１名〈税込み、資料代込〉 
 

正会員 32,400 円  本体価格 30,000 円 
一 般 35,640 円  本体価格 33,000 円 

 
●申込書を FAX いただくか、企業研究会のホームページ
よりお申込ください。後日（開催日１週間～１０日前ま
でに）受講票・請求書をお送り致します。 
●お申込後のキャンセルは原則お受け致しかねますので、 
ご都合が悪くなった際は、代理出席をお願いいたします。 
●最少催行人数に満たない場合、中止とさせていただく 
こともありますので、ご了承ください。 

一般社団法人企業研究会 

担当：田中  E-mail a-tanaka@bri.or.jp 
〒102-0083 千代田区麹町 5-7-2  2F 
TEL 03-5215-3512   FAX 03-5215-0951 

   

 

  

  
≪実践研究講座≫ 

女性の力を活かす組織づくりと新しいヒット商品開発のあり方 
～多様な視点を活かせる組織の要素と気づき、ヒット商品開発成功の鍵について事例を交えて詳解します 

  
●日 時●  ２０１７年 ８月 ２９日（火） １３：００ ～ １７：００ 

●会 場●  東京・千代田区『厚生会館』 

◆開催にあたって 
 変化の激しい時代の中で企業が強くなるためには、多様な人材を活用することが急務でありますが、新しいヒット商品を開発する
ためには特に、購買欲が高く、家庭における商品購入の決定権があるとされる女性の視点を活かすことが重要です。しかしながら、
単純に新商品の開発メンバーとして女性を加えるだけでは、女性の力を十分に活かせるとは限りません。 
本セミナーでは、新しいヒット商品開発を切り口に、女性と男性それぞれの視点や気づき、根本的な思考の違いを詳解し、女性が

活躍できる組織づくりについて解説します。また、多様性を活かすヒット商品のあり方やよくある思い込みの弊害につい詳解します。   
■プログラム                                              
  
Ⅰ．女性視点を活かした商品開発の意義   

（１）見過ごされがちな女性市場の存在 
   ・女性顧客獲得による収益向上の可能性 

   ・女性顧客を獲得するには 

   ・女性をターゲットとするマーケティング 

（２）多様な視点を活かした商品開発プロセスの確立 
（３）新しい視点を活かせる組織、活かせない組織  

 
Ⅱ．女性の力とは：多様性への気づき 

（１）男性脳・女性脳～脳の構造の違いにみられる科学的な事実 
（２）３つの力：直観力、共感力、気づく力 
   ・価値観への気づき 

   ・お客様を知る：ズームイン／アウトを使いこなす 

   ・シーンから考える（類察する） 
 
Ⅲ．多様性を活かす新しいヒット商品開発のあり方 

（１）チーム編成；多様性を混ぜる   
（２）データ分析：徹底的に比較し観察する 
（３）アイディア創出：形にする、説得力を手に入れる 

 
Ⅳ．女性向け商品開発の落とし穴 

（１）ステレオタイプの罠  
（２）グループ既成概念の罠～「女性は○○だ」という思い込みの弊害 
（３）標準プロセスの罠～見えない男性基準～ 

 
Ⅴ．新しいヒット商品開発－成功の鍵    
■講 師  エム・アイ・アソシエイツ株式会社 主任研究員  

バランスト・グロース・コンサルティング株式会社 シニア・コンサルタント 祖父江 玲奈 氏 

 
 
 
 
  

 
企業研究会 セミナー事務局宛  FAX 03 -5215-0951 
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申込書   女性の力を活かす組織づくりと新しいヒット商品開発のあり方 

会社名 
フリガナ 

 

住 所 
〒 

 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

ご氏名 
フリガナ 所属 

役職 

 

Ｅメール  

＊お客様の個人情報は、本研究会に関する確認・連絡、および当会主催のご案内をお送りする際に利用させて頂きます。 

 

【略歴】中央大学総合政策学部卒業。アクセンチュアにてシニアマネージャーとして組織戦略、組織設計、人材開発戦略を中心とするコンサルテ
ィング業務に従事。多くのインターナショナルプロジェクトに参画。その後、日産自動車株式会社にて、女性のお客様をターゲットとした商品開発
（女性への魅力創出グループ）を担当。グローバル共通／地域固有でのお客様調査、及び男女差の科学的分析に基づいて多くの提案を行い、
商品を実現した。商品開発でのアイディア創出プロセスにおいて、論理的・俯瞰的視点による多面的分析力、また画像/ビジュアルイメージやプ
ロトタイプを通じた複合的な情報収集（キュレーション）のプロセスが、新しい商品像を生み出すために非常に重要であることを発見。イノベーシ
ョンを生み出すアイディア創出方法を構築中。 
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